
小金井市緑センター事業運営委託
に係る説明会
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日時：①令和５年５月２８日午前10時から
②令和５年５月２８日午後２時から
③令和５年６月１日午後６時３０分から
④令和５年６月６日午後６時３０分から

場所：公民館緑分館 学習室

小金井市教育委員会生涯学習部図書館、公民館
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１ 開会

２ 開会の挨拶

３ 出席職員の紹介

４ 小金井市緑センター事業運営委託に係る説明

５ 質疑応答

６ 閉会の挨拶

７ 閉会

次 第



小金井市緑センターの建物概要

施設の概要

• 用途地域：第一種低層住居専用地域

• 建蔽率：４０％、容積率：８０％

• 竣工年：平成３年９月、敷地面積：2,000㎡、延床面積：約1,540㎡

公民館機能

• 公民館緑分館、テニスコート場、宿泊機能、野外調理場、陶芸窯

図書館機能

• 図書館緑分室

その他機能

• 高齢者いこいの部屋、駐輪場、駐車場（講師又は業者用１台、障害者用１台）
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小金井市緑センター（図書館緑分室・公民館緑分館）の歴史

年 月 主 な 出 来 事 内 容

昭和5年 浴恩館を現在地に移設
• 昭和天皇即位御大典の神官の更衣所だった建物を㈶日
本青年館が現在地に移築。浴恩館と命名

昭和6年 青年団講習所を開設 • 全国の青年団を対象とした講習所を開設

昭和8年～12年 下村湖人が青年団講習所長に就任 • 浴恩館での経験が次郎物語のモデルになったとされる。

～ ～ ～

昭和48年
市が浴恩館を購入
小金井市青少年センターを開館

• 小金井市青少年センターとして、学習、スポーツ、レクリ
エーション活動等、青少年の健全育成と教養の向上を図
る施設として活用された。

～ ～ ～

平成元年 緑センターの敷地を取得
• 浴恩館公園の都市公園化に伴い、青少年センターから
文化財センターへの用途変更を決定

• 緑センター敷地を取得

平成3年 緑センターを開館

• 青少年センターの宿泊施設等の機能を併せ持ち、青少
年の社会教育に重点を置いた活動ができる公民館緑分
館と中央線北側では初めての図書館緑分室との複合施
設として開館（市報：平成3年9月20日号抜粋）
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小金井市行財政改革における図書館・公民館委託の経緯

年 月 項 目 図書館・公民館業務の委託に係る記載内容

平成14年度 第２次行財政改革大綱 • 公民館管理、清掃業務の見直し

平成1 5年度、 1 6年度
夜間・休日等の管理、清掃

業務を委託
• シルバー人材センターに委託

平成22年度 第３次行財政改革大綱
• 図書館業務の民間委託化等民間活力の活用を検討

• 公民館業務の一部委託化

平成26年度 貫井北センター業務開始 • NPO法人みんなの図書館、公民館こがねいに業務委託

平成27年度 東センター委託化 • NPO法人みんなの図書館、公民館こがねいに業務委託

平成29年度
小金井市行財政改革

２０２０

• 図書館業務の委託

• 公民館業務の委託

令和４年度
小金井市行財政改革

２０２５

• 図書館緑分室の委託化

• 公民館貫井南分館、公民館緑分館の委託化
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小金井市行財政改革2025における位置づけ

小金井市
行財政改革
２０２５

重 点 取 組

公民連携
・アウトソーシング

の推進

基本理念

1. 効率的・効果的な市民サービス

2. 人材育成と組織の見直し

3. 持続可能な行財政運営

単なる外部委託ではなく、多
様な主体による市民サービス
の維持・向上を目指す。

公民館緑分館・
図書館緑分室

の委託

個 別 取 組

＞＞ ＞＞

• 市民サービスの向上、地域団体
等との連携の推進及び新たな市
民サービスの提供など質の向上

• 経費の抑制

行 財 政 改 革
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小金井市緑センターの現状
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0２ 図書館緑分室の現状

• 地域に根差した図書館であり、市民サービス向上のために新しい試みにチャレンジする図書館。

• 地域の学校との連携を活発に行い、市内の団体と活発な連携事業を行っている。

• 地の利を活かして、子どもたちが自然環境に親しめるようなイベントを実施している。

• 東分室、貫井北分室に比べ開館時間が短い。

0１ 行財政改革２０２５の取組み

• 民間活力による専門性の向上、民間独自事業による質の向上を図る。

• 厳しい財政状況の中、コスト抑制を目指す。

0３ 公民館緑分館の現状

• 青少年センター機能を継承したテニスコート場、宿泊機能、野外調理場を設置。子ども体験講座、

国際交流イベント、生活日本語教室など特色のある講座を実施

• 社会教育に関する経験・知識のある職員の配置が困難。職員は日々の業務の中で研鑽を重ねているもの

の、人事異動により経験・知識の蓄積が難しい。



サウンディング型市場調査 概要

建物：壁面や建具の修繕

備品：老朽化した備品の交換、

不用品等の撤去

• Wi - F i環境の整備

• 小中高生向けのロビースペースの創出

• 図書館緑分室の閲覧スペースの創出

老朽化した施設整備への提案 利用者増に向けた施設整備の提案

運営への主な意見・提案

図書館：蔵書整理、司書資格は50％程度

公民館：既存団体スペースの整理、

野外調理場の安全管理

その他：既存事業の継続は可能、

大規模集客は困難、苦情の解決等

契約等への提案

委 託 費：昇給や賃金上昇等を考慮した

委託費を要望

ｽ ｹ ｼ ﾞ ｭ ｰ ﾙ：採用期間を考慮した

スケジュールを要望
8



図書館協議会の答申 概要

1. 緑分室の開館日数及び開館時間
• 開館日は併設の公民館に、開館時間は他の分室に合わせて拡大

2. 施設整備、蔵書保管体制の見直し、ＤＸ推進

• 閲覧室内照明のＬＥＤ化
• 蔵書の外部保管の検討
• 施設利用者が利用できる通信環境の整備

3. 地域との連携

• 文化財センター、隣接する小中学校・児童館、地域団体等との連携

4. 市からの事業引継ぎと既存事業の継承

• 市によるマニュアル整備や行政知識の習得などのサポート
• 市との適切な連携体制の構築

5. 図書館就労者の司書資格
• 司書資格保持者の適切な配置と地域人材の活用
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公民館運営審議会の答申 概要

1. 緑分館の施設、備品の老朽化
• 高所照明等のLED化、空調設備の修繕、安全対策の徹底、使用不可備品等の撤去

2. 宿泊設備、野外調理場について

• 行政として再開に向けた方向性を適切に示すこと

3. 施設利用者が利用できるWi-F i環境について

• 施設利用者が利用できる通信環境の整備

4. 緑分館の方向性

① 地域拠点（ひろば）の整備
• 多世代が利用可能なロビースペースの整備

② 既存事業の継承と特色のある講座の実施について

• 既存講座の継承と地域との連携、周辺環境を生かした特色のある講座の実施

③ 安定的な公民館運営の確保

• 経験や実績、専門性のある人材の確保と安定的な運営ができる受託者の選定

• 他の公民館との情報共有と統一性のある体制の構築 10



小金井市緑センターの方向性

学びでつながる
笑顔のまち小金井

生涯学習推進計画

図書館基本計画

人と地域のための、
いちばんみぢかな

「知の拠点」

公民館中長期計画

つどい、学び、つながる、
地域の拠点（ひろば）

図書館協議会 答申
公民館運営審議会 答申

サウンディング型市場調査
利用者の声

• 自らを高める学習の機会
の創出

• 学びあいの場、多様な交
流の場の創出
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行財政改革２０２５

小金井市教育委員会の教育目標



小金井市緑センター委託により見込む効果

図書館の効果 公民館の効果全体の効果

• 緑分室の開館時間の延長

※図書館本館の開館時間の延長を目指します。

• 民間事業者のノウハウにより、既存

事業を発展的に継続

• 社会教育主事資格者等の配置

※資格保持者、社会教育活動経験者等の

配置を目指します。

• 資格保持者等による質の高い

講座の実施

• 民間事業者による安定的

かつ柔軟な緑センターの運営

• 委託化による人件費等の抑制
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 全市民への図書館サービスの展開

 各分室への運営支援

 市内関係機関・団体との図書館ネットワークの形成

 公立図書館との相互貸借、大学図書館等の市外

団体等との調整

図書館本館と緑分室の役割
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本館の役割

 地域に根差した新しいチャレンジ

 地域の学校など市内団体との連携事業

 子どもたちが自然環境に親しめるイベントの実施

 公民館との連携事業

緑分室、委託館の役割



公民館 直営館と委託館の役割
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• 専門性の蓄積

• 公民館全体の統括

• 公民館中長期計画
の進捗管理

• 庁内関係各課との協働、連携

• 予算編成、執行等

• 他市の公民館等との連携、
情報共有

本館、直営館の役割 分館、委託館の役割

• 専門性、知識、実務経験のある
人材の配置

• 継続性、安定性のある
運営体制の構築

• 民間事業者の柔軟な
発想による事業展開

• 地域、利用者への
情報発信

• 地域コミュニティ、
産官学民の連携

• 学習機会の提供

• 地域課題解決

• 公民館全館の
横の連携



緑センターの委託 まとめ

 資格保持者、経験者等の人材の配置による質の

高い事業実施と安定的かつ柔軟な組織運営を目

指す。

 図書館緑分館の開館時間の延長

 青少年センターの設置経過等を踏まえ、より魅力

的な事業の拡充を目指す。

 「知の拠点」、「地域の拠点（ひろば）」として、多

世代交流の場の整備を目指す。

発展すること継続すること

 建物、設備、什器等はこれまでどおり利用可能。市

が責任を持って管理

 「知の拠点」、「地域の拠点（ひろば）」としての多

世代交流の場としての役割

 蔵書の選定はこれまでどおり市が責任を持って行う。

 宿泊設備、野外調理場については、存続に向けた

課題整理、事業構築の検討等、 市において責任

を持って取組む

 企画実行委員との連携による講座の実施
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小金井市緑センター委託のスケジュール

緑センター（図書館緑分室、公民館緑分館）の委託化に向けたスケジュール

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

図書館協議会

公民館運営審議会

図書館・公民館

市議会※

※厚生文教委員会において、適宜、報告等を行う。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

●11/25

諮問

●11/9

諮問

サウンディング調査 プロポーザル 準備期間 業務委託開始

●予算特別委員会
● ● ● ● ●

答申

答申

利用者説明会

●

現在、ここ
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